




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　映画『わたしたちの家』上映会＆清原監督講演会　清原 惟 ｜ 83
が、その辺を含めて、この作品のお化粧というモ
チーフも興味深かったりしました。
とか言いつつ、時間が来てしまいました。最後
に監督の方から何か言い残したこととかありま
す？　残念ながら時間が来てしまったので。
清原：もう時間ですか？
片上：もうというか、実はオーバーしてます
（笑）。この後、打ち上げにも行きますので、もし
もっとお話したいなっていう方がいたら、どうぞ
というお誘いとともに、一応締めに向かいます。
清原：最後にする話でもないんですけど、言って
おこうって思っていた話があります。『網み目を
とおる すんでいる』っていう作品は、『わたした
ちの家』から家の形が全然変わって、すけすけの
風通しのいい家になってしまったんですけど、あ
れは蚊帳なんですね。蚊から身を守るための昔か
らある伝統的な物体なんですけど、何でそれを野
外に建てて家みたいな感じにしようと思ったかと
言えば、わたしがやってみたいことの一つに、野
宿っていうのがあるんです。でも野宿って、女性
がしようとすると危険だよって言われるじゃない
ですか。親なんかがまず心配するし、別にやって
も大丈夫ちゃ大丈夫だとは思うんですけど、やっ
ぱりどうしてもとがめられるような部分があっ
て。それを正々堂々とやってみたいっていうよう
な欲望があったんです。だから、誰かがそこに住
んでいる部屋として野外に蚊帳を置いてみるとい
うことをしてみました。やっぱり女性が安心して
野宿できるといいですよねえ。それだけの話なん
ですけど（笑）。意外と今の世の中ではむつかし
いことですよね。
片上：いや、小さいことだと思われるかもしれな
いけれど、意外にそういう部分にこそ大事なこと
があったりもします。私も結構、周囲の女性から
野宿をしたいって話を聞きます。私は若いころ野
宿旅行みたいなことを結構やっていたのですが、
かなりうらやましがられたり。とりあえず寝袋だ
け持って電車で旅行して、ここで降りてここで寝
るかっていって、適当なとこで寝るみたいな。
清原：はい。
片上：男性ができて女性がやりづらいこと、男性
が気ままにできて女性ができないことはさまざま
な場所にあるなと言われて気付くことも多いで
す。細かなことに思われるかもしれないが、実は
大事な問題はそういう細部にあるなという気もし
ていて。
清原：そうですね。
片上：今回いろいろお話ししていて、そこで出て
きた布の話とかももしかしたらすごい細かい話し
していると思った人もいるかもしれません。ただ
実際、我々の日常って、人間関係が4人、5人グ
ループになりやすいですよねとか、布って何だろ
うとか、野宿って何だろうっていうことにこそ、
意外に社会的な問題が隠されている物でもありま
す。大きな社会問題みたいな枠組みの中では小さ
くて見えにくくなってしまう話、例えば、野宿し
たいみたいなことが、人から見たらすごいくだら
ない話に聞こえるかもしれないけど、大事なこと
であったりもします。
野宿の話、最後にする話じゃないかもしれない
けどって言われたけど、実はなんかそういうこと
こそが大事なものを内に含んでいるかもしれない
し、そういう部分を広い集めるための素材とし
て、清原監督の映画を上映したという意図もあり
ます。
時間が来てしまったので、ここで終わりたいと
思います。この時期にこの上映会を開いたのも偶
然だったのですが、ちょうど外に出ると帰りに立
教名物のクリスマスツリーが見えるはずです。映
画にもクリスマスツリーが大事なアイテムとして
出てきますが、映画の世界と日常が偶然、そうい
うかたちで連続しているのもおもしろいことでは
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ないかと思います。
清原：そうですね。
片上：映画の世界と日常の世界が連続した感じで
終われるかなと。そういう偶然を含めて、良い企
画になったんじゃないかなというふうに思ってい
ます（笑）。清原監督、そしてご来場の皆さん、
どうもありがとうございました。
清原：ありがとうございました。何かもしあれ
ば、気軽に声かけていただければと思います。本
当にありがとうございました。
〈拍手〉
